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人材投資促進税制について
 経 済 産 業 省
お知らせ
犯罪被害者等基本法と今後の支援
 山口県被害者支援連絡協議会

■会員紹介…山口県テント工業組合
■全国先進組合事例

■景況動向

■特集

組合青年部及び若手後継者等県交流会のご案内

LLP法（有限責任事業組合
契約に関する法律）が成立
日本社会の構造変化と中小企業者の活力
2005年版中小企業白書のポイント



2山口県の中小企業

厚生労働省では長期休暇の意義とそのコンセンサス形成
に向けて「ほっとウィーク」をキャッチフレーズとし、
夏季における連続休暇の普及促進を図っています。社内
の中で交代して休暇をとったり、年次有給休暇を活用す
るなどの工夫をして、夏の連続休暇「ほっとウィーク」
を創りましょう。



3 山口県の中小企業

特　　集
　

海
外
で
は
、
創
業
を
促
し
企
業
同
士
の

ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
や
専
門
人
材

の
共
同
事
業
を
振
興
す
る
た
め
、
Ｌ
Ｌ
Ｐ

（Lim
ited Liability Partnership

：

有
限
責
任
組
合
）
や
Ｌ
Ｌ
Ｃ
（Lim
ited 

Liability Com
pany

：
有
限
責
任
会

社
）
と
い
う
新
た
な
事
業
体
制
度
が
整
備

さ
れ
て
お
り
、
大
き
な
効
果
を
上
げ
て
い

ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
我
が
国
で
は
、
こ
う
し
た

３
つ
の
特
徴
を
兼
ね
備
え
た
事
業
体
は
存

在
し
な
い
た
め
、
民
法
組
合
の
特
例
と
し

て
、
出
資
者
全
員
の
有
限
責
任
制
を
定
め

た
有
限
責
任
事
業
組
合
法
（
Ｌ
Ｌ
Ｐ
法
）

を
制
定
し
、
３
つ
の
特
徴
を
持
つ
新
た
な

事
業
体
制
度
を
整
備
し
ま
す
。

　

Ｌ
Ｌ
Ｐ
制
度
の
創
設
に
よ
り
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
や
中
小
企
業
と
大
企
業
の
連
携
、

中
小
企
業
同
士
の
連
携
、
大
企
業
同
士
の

共
同
研
究
開
発
、
産
学
連
携
、
Ｉ
Ｔ
や
金

融
の
専
門
技
能
を
持
つ
人
材
に
よ
る
共
同

事
業
な
ど
を
振
興
し
、
新
産
業
を
創
造
し

ま
す
。

〈
事
業
体
の
３
つ
の
特
徴
〉

　

①
有
限
責
任
制

　
　

•
 

出
資
者
が
出
資
額
ま
で
し
か
責
任

を
負
わ
な
い
。

　

②
内
部
自
治
原
則

　
　

•
 

利
益
や
権
限
の
配
分
が
出
資
金
額

の
比
率
に
拘
束
さ
れ
な
い
。

　
　

•
 

取
締
役
会
や
監
査
役
の
よ
う
な
経

営
者
に
対
す
る
監
視
機
関
の
設
置

が
強
制
さ
れ
な
い
。

　

③
構
成
員
課
税

　
　

•
 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
に
課
税
さ
れ
ず
に
、
出
資

者
に
直
接
課
税
さ
れ
る
（
Ｌ
Ｌ
Ｐ

に
法
人
税
が
課
せ
ら
れ
た
上
に
出

資
者
へ
の
利
益
分
配
に
も
課
税
さ

れ
る
こ
と
が
な
い
。）

〈
事
業
体
の
効
果
〉

　

①
米
国
の
Ｌ
Ｌ
Ｃ

　
　

•
 

こ
こ
10
年
間
で
、
株
式
会
社
が
１

０
０
万
社
誕
生
し
た
の
に
匹
敵
す

る
80
万
社
の
Ｌ
Ｌ
Ｃ
が
誕
生
。
Ｉ

Ｂ
Ｍ
、
イ
ン
テ
ル
な
ど
の
共
同
研

究
、
投
資
会
社
、
映
画
製
作
会
社

な
ど
が
活
用
。

　

②
英
国
の
Ｌ
Ｌ
Ｐ

　
　

•
 

２
０
０
０
年
に
創
設
さ
れ
、
１
万

社
を
超
え
る
Ｌ
Ｌ
Ｐ
が
誕
生
。
Ｋ

Ｐ
Ｍ
Ｇ
な
ど
会
計
事
務
所
、
デ
ザ

イ
ン
事
務
所
、
ソ
フ
ト
会
社
な
ど

が
活
用
。

⑴　
出
資
者
全
員
に
有
限
責
任
制
を
付
与

　

①　

有
限
責
任
制
の
導
入

　
　

•
 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
出
資
者
は
出
資
額
の
範

囲
ま
で
し
か
責
任
を
負
わ
な
い
。

　

②　

債
権
者
保
護
規
定
の
整
備 

　
　

•
 

有
限
責
任
制
の
導
入
に
伴
い
、
債

権
者
保
護
を
徹
底
す
る
。

　
　
　

イ
． 

有
限
責
任
事
業
組
合
契
約
の

登
記 

　
　
　

ロ
．
財
務
デ
ー
タ
の
開
示 

　
　
　

ハ
． 

債
務
超
過
時
の
利
益
の
分
配

の
禁
止

⑵　
内
部
自
治
の
徹
底  

　

①　

柔
軟
な
損
益
や
権
限
の
配
分 

　
　

•
 

出
資
者
の
間
の
損
益
や
権
限
の
配

分
は
、
出
資
者
の
労
務
や
知
的
財

産
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
な
ど
を
反

映
し
て
、
出
資
比
率
と
異
な
る
配

分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。  

　

②　

組
織
の
柔
軟
性

　
　

•
 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
経
営
者（
業
務
執
行
者
）

に
対
す
る
監
視
の
あ
り
方
は
、
出

資
者
の
間
で
柔
軟
に
決
め
る
こ
と

が
で
き
る
（
取
締
役
会
や
監
査
役

な
ど
監
視
機
関
の
設
置
を
強
制
し

な
い
）。

⑶
共
同
事
業
性
の
確
保  

　

①　

経
営（
業
務
執
行
）へ
の
全
員
参
加 

　
　

•
 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
意
思
決
定
は
、
原
則
、

出
資
者
全
員
で
行
い
、
出
資
者
全

員
が
経
営
（
業
務
執
行
）
に
参
加

し
ま
す
。
な
お
、
Ｌ
Ｌ
Ｐ
に
関
し

て
は
、
Ｌ
Ｌ
Ｐ
段
階
で
は
課
税
せ

ず
、
出
資
者
に
直
接
課
税
す
る
仕

組
み
（
い
わ
ゆ
る
構
成
員
課
税
）

が
適
用
さ
れ
る
。

Ｌ
Ｌ
Ｐ
法（
有
限
責
任
事
業
組
合

契
約
に
関
す
る
法
律
）が
成
立

１
．
法
律
制
定
の
目
的

２
．
法
律
の
概
要

　

去
る
４
月
27
日
、「
有
限
責
任
事
業
組
合
契
約
に
関
す
る
法
律
」（
Ｌ
Ｌ
Ｐ
法
）
が
成
立

し
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
民
法
組
合
の
特
例
と
し
て
、
新
し
い
組
合
制
度
を
創
設
す
る
も
の
で
、

①
有
限
責
任
制（
出
資
者
が
出
資
額
ま
で
し
か
責
任
を
負
わ
な
い
）、②
内
部
自
治
原
則（
利

益
や
権
限
の
配
分
が
出
資
額
に
比
例
し
な
い
。
取
締
役
会
や
監
査
役
の
よ
う
な
経
営
者
に

対
す
る
監
視
機
関
の
設
置
が
強
制
さ
れ
な
い
）、
③
構
成
員
課
税
（
Ｌ
Ｌ
Ｐ
に
は
課
税
さ

れ
ず
、
出
資
者
に
直
接
課
税
さ
れ
る
）
の
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
Ｌ
Ｌ
Ｐ
法
の
概
要
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
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日
本
社
会
の
構
造
変
化
と

　
　
　
　
中
小
企
業
者
の
活
力

２
０
０
５
年
版
中
小
企
業
白
書
の
ポ
イ
ン
ト

【
経
済
構
造
の
変
化
と
中
小
企
業

の
経
営
革
新
】

○ 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
伴
い
、
多
く

の
中
小
製
造
業
が
海
外
製
品
と
の
競
合

を
意
識
。

○ 

消
費
構
造
の
変
化
等
に
よ
り
売
れ
筋
商

品
の
短
命
化
が
進
展
。
こ
う
し
た
中
、

業
種
・
業
態
の
転
換
を
含
め
10
年
前
と

主
力
事
業
・
主
力
商
品
の
変
更
を
行
っ

た
企
業
が
約
5
割
に
上
る
。

○ 

下
請
構
造
の
変
化
等
に
よ
り
、
新
た
な

中
小
企
業
の
連
携
等
が
進
展
。

○ 

広
く
普
及
し
て
い
る
取
組
も
成
長
に
効

果
が
あ
る
が
、「
新
規
性
の
高
い
経
営

革
新
」
は
、
よ
り
大
き
な
成
果
を
も
た

ら
す
。
特
に
、中
小
企
業
が
各
々
の「
強

み
」
を
持
ち
寄
り
、
不
足
す
る
経
営
資

源
を
相
互
補
完
す
る
連
携
活
動
は
、
平

均
的
な
経
営
革
新
活
動
よ
り
効
果
が
大

き
い
。（
図
２
）

【
多
様
な
資
金
調
達
手
段
の
あ
り
方
】

○ 

中
小
企
業
の
借
入
依
存
度
が
高
い
一
方

で
、
中
小
企
業
向
け
の
貸
出
残
高
は
、

伸
び
悩
み
を
示
し
て
い
る
。こ
の
中
で
、

政
府
系
中
小
企
業
金
融
機
関
の
貸
出
残

高
は
一
定
で
推
移
。

○ 

定
性
面
を
重
視
す
る
リ
レ
ー
シ
ョ
ン

シ
ッ
プ
・
バ
ン
キ
ン
グ
が
進
展
。
こ
れ

に
応
じ
て
、
中
小
企
業
か
ら
金
融
機
関

に
、
信
頼
性
の
高
い
計
算
書
類
や
代
表

者
の
資
質
、
技
術
力
と
い
っ
た
情
報
等

を
提
供
す
る
こ
と
が
肝
要
。（
図
３
）

○ 

信
用
保
証
制
度
は
、
中
小
企
業
の
資
金

調
達
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
保
証
付
き
融
資
の
み
の
利
用
が
多

い
現
状
は
、
金
融
機
関
と
の
連
携
に
よ

る
適
切
な
審
査
や
支
援
に
向
け
て
改
善

の
余
地
が
あ
る
。

【
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
と

中
小
企
業
の
動
態
】

○ 

２
０
０
４
年
度
前
半
に
お
い
て
は
、
輸

出
増
加
を
起
点
と
し
た
企
業
収
益
の
改

善
が
設
備
投
資
の
増
加
に
波
及
す
る
と

い
う
好
循
環
の
流
れ
を
引
き
継
い
で
、

企
業
部
門
を
中
心
と
し
た
着
実
な
回
復

が
見
ら
れ
た
。

　

 　

後
半
は
海
外
経
済
の
減
速
に
よ
る
輸

出
増
勢
の
鈍
化
、
Ｉ
Ｔ
・
デ
ジ
タ
ル
関

連
分
野
に
お
け
る
生
産
調
整
、
相
次
ぐ

台
風
上
陸
や
地
震
な
ど
自
然
災
害
の
発

生
等
の
影
響
か
ら
、
景
気
の
回
復
度
合

い
が
緩
や
か
に
な
っ
た
。

○ 

輸
出
主
導
の
回
復
局
面
で
あ
る
こ
と
を

反
映
し
て
、
中
小
製
造
業
の
出
荷
は
輸

出
向
け
が
強
く
、
国
内
向
け
は
弱
い
。

（
図
１
）

○ 

２
０
０
４
年
の
中
小
企
業
の
倒
産
件
数

は
１
３
、３
９
２
件
で
、
１
９
９
１
年

以
来
の
低
水
準
と
な
っ
た
。

第１部

中
小
企
業
の
動
向

第２部

経
済
構
造
変
化
と

中
小
企
業
の
経
営
革
新
等
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第３部

日
本
社
会
の
活
力
と

中
小
企
業

【
日
本
社
会
の
変
化
に
よ
る
諸
課
題
】

○ 

高
水
準
で
推
移
す
る
若
年
失
業
率
は
、

将
来
の
我
が
国
の
社
会
経
済
基
盤
に
関

わ
る
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

（
図
５
）

○ 

高
齢
者
の
雇
用
拡
大
は
、
特
に
、
団
塊

世
代
の
多
い
製
造
業
で
は
、
製
造
現
場

の
技
能
承
継
と
い
う
観
点
か
ら
も
大
き

な
課
題
と
な
り
得
る
。

○ 

女
性
の
就
業
継
続
と
、
出
産
・
育
児
と

の
両
立
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
職
場
の

あ
り
方
や
社
会
の
支
援
等
を
工
夫
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
。

【
中
小
企
業
の
果
た
す
役
割
】

○ 

中
小
企
業
は
フ
リ
ー
タ
ー
が
正
社
員
と

し
て
就
業
す
る
際
の
雇
用
の
受
け
皿
と

な
っ
て
い
る
。

○ 

中
小
企
業
で
は
、
高
齢
者
の
就
業
継
続

が
比
較
的
容
易
に
行
わ
れ
て
い
る
。

○ 

中
小
企
業
で
働
く
女
性
の
方
が
、
出
産

後
も
継
続
し
て
就
業
す
る
割
合
が
高

く
、
中
小
企
業
は
、
女
性
の
育
児
・
就

業
の
両
立
に
貢
献
し
て
い
る
と
言
え

る
。

【
創
業
活
動
と
自
営
業
層
の
構
造

的
停
滞
の
要
因
と
課
題
】

○ 

開
業
率
低
迷
を
人
的
な
面
か
ら
見
る

と
、
近
年
、
雇
用
者
の
リ
ス
ク
回
避
志

向
の
高
ま
り
等
を
反
映
し
て
、
自
営
業

者
数
が
大
き
く
減
少
。
特
に
、
20
〜
40

代
の
中
堅
層
か
ら
自
営
業
主
へ
の
流
入

が
こ
の
と
こ
ろ
大
き
く
減
少
。
高
齢
者

に
は
依
然
と
し
て
一
定
の
開
業
意
欲
が

あ
る
。

○ 

最
低
資
本
金
の
引
き
下
げ
や
、
賃
金
等

根
保
証
制
度
の
見
直
し
等
は
、
開
業
に

よ
る
リ
ス
ク
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

【
地
域
再
生
と
中
小
企
業
の
果
た

す
役
割
】

○ 

立
地
選
定
に
際
し
、
大
企
業
が
市
場
と

の
近
接
性
や
原
材
料
入
手
の
便
を
重
視

す
る
の
に
比
し
て
、
中
小
企
業
が
関
連

企
業
と
の
近
接
性
を
重
視
す
る
程
度
は

低
下
し
て
お
ら
ず
、
地
域
に
お
け
る
産

業
集
積
は
中
小
企
業
の
活
性
化
に
一
定

の
貢
献
。

○ 

住
宅
、
オ
フ
ィ
ス
、
公
共
施
設
、
商
業

施
設
等
の
都
市
機
能
を
集
積
さ
せ
、

人
々
の
賑
わ
い
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
コ

ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
と
、
消
費
者

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
汲
み
上
げ
る
た
め
の

中
小
企
業
の
不
断
の
努
力
が
、
地
域
活

性
化
の
一
つ
の
方
策
。

○ 
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
に
は
、
金

融
機
関
を
含
め
た
調
整
機
能
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
再
生
手
法
は
多
様

な
も
の
が
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。（
図
４
）
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の
テ
ン
ト
施
設
を
一
括
共
同
受
注
し
、

全
組
合
員
が
総
力
を
持
っ
て
成
功
さ
せ

る
た
め
に
奮
起
し
、
こ
れ
を
契
機
に
組

合
員
の
結
束
が
よ
り
強
固
に
な
り
、
組

合
の
活
力
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
。

昨
年
９
月
７
日
の
大
型
台
風
18
号
で
の

周
南
地
区
周
辺
の
台
風
被
害
は
大
き
く
、

テ
ン
ト
の
修
繕
依
頼
に
理
事
長
を
は
じ

め
組
合
員
全
員
が
復
旧
に
懸
命
に
対
応

し
、
一
時
的
で
は
あ
る
が
相
応
の
実
績

と
な
っ
た
。

テ
ン
ト
業
界
の
現
状

　

テ
ン
ト
の
業
界
に
お
い
て
は
、
従
来

か
ら
占
有
的
な
市
場
で
特
殊
専
門
商
品

を
少
量
多
品
種
の
受
注
生
産
を
主
体
と

し
た
経
営
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
市
場
に
も
、
他
業
界
か
ら

途
上
国
で
生
産
し
た
安
価
な
商
品
を
武

器
に
参
入
が
相
次
ぎ
、
商
流
体
系
や
価

格
体
系
が
破
壊
し
て
売
上
げ
、
収
益
と

も
に
圧
迫
さ
れ
始
め
て
い
る
。
ま
た
商

店
向
け
テ
ン
ト
は
商
店
街
の
衰
退
で
、

学
校
向
け
家
型
テ
ン
ト
は
少
子
化
に
よ

り
等
、
従
来
の
安
定
し
た
取
引
先
の
需

要
が
減
退
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
販

売
環
境
に
あ
る
当
業
界
の
大
半
の
業
者

特　　集金　　融

テ
ン
ト
の
適
正
な
施
工
を
目
指

し
設
立

　

高
度
成
長
時
代
に
は
量
産
化
、
設
備

拡
大
し
て
き
た
が
、
48
年
の
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
後
は
、
需
要
が
極
端
に
減
少

し
過
当
競
争
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
の

で
、
テ
ン
ト
製
品
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
の
窓
口
を
一
本
化
。
そ
の
適
正
な
施

工
を
推
進
し
、
市
場
価
格
と
安
定
供
給

の
円
滑
化
等
経
営
内
容
の
向
上
を
目
指

し
、
昭
和
56
年
９
月
に
設
立
。
以
後
、

「
山
口
き
ら
ら
博
」
の
共
同
受
注
、オ
ー

ニ
ン
グ
テ
ン
ト
等
の
共
同
購
買
、
帆
布

製
品
の
製
造
並
び
に
販
売
に
関
す
る
講

習
会
等
を
事
業
と
し
て
行
っ
て
い
る
。

　

と
く
に
平
成
13
年
の
「
山
口
き
ら
ら

博
」
で
は
、
期
間
中
「
月
の
海
」
近
辺

は
景
気
回
復
の
実
感
よ
り
も
不
況
感
を

強
く
感
じ
て
い
る
。

　
信
頼
と
結
束
が
組
合
の
力

　

こ
う
い
っ
た
厳
し
い
現
状
下
に
お
い

て
も
、
テ
ン
ト
組
合
の
前
向
き
な
姿
勢

は
微
塵
と
も
揺
る
が
な
い
。

　

一
社
で
対
応
で
き
な
く
と
も
、設
備・

能
力
・
人
員
は
組
合
の
中
に
あ
り
、
き

ら
ら
博
の
よ
う
な
大
き
な
仕
事
も
組
合

員
の
力
を
合
わ
せ
、
全
員
が
協
力
し
て

活
動
で
き
る
体
制
を
も
っ
て
い
る
。

　
「
学
校
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
等
で
テ
ン

ト
や
そ
れ
に
係
る
用
品
の
レ
ン
タ
ル
で

は
、強
風
に
備
え
重
石
等
を
充
分
施
し
、

保
険
を
か
け
て
安
全
を
充
分
重
視
し

行
っ
て
い
る
。
施
工
の
プ
ロ
で
あ
る
組

合
員
企
業
の
テ
ン
ト
を
是
非
利
用
し
て

設
備・能
力・人
員
は
組
合
の
中
に
あ
り

組
合
概
要

組
合
名　

 

山
口
県
テ
ン
ト
工
業
組
合

理
事
長　
杉　

村　

哲　

矢

住　
所　
周
南
市
沖
見
町

１
丁
目
43
番
地

　

☎　
　
０
８
３
４

-

２
１

-

２
１
６
５

出
資
金　
33
万
円

組
合
員
数　

11
名

く
だ
さ
い
。
ま
た
「
オ
ー
ニ
ン
グ
テ
ン

ト
」
は
有
害
紫
外
線
や
熱
を
遮
断
し
、

夏
の
電
気
使
用
量
を
抑
え
、
快
適
な
室

内
温
度
を
保
つ
の
に
役
立
ち
ま
す
。
最

近
で
は
豊
富
な
品
揃
え
の
中
か
ら
お

し
ゃ
れ
な
デ
ザ
イ
ン
も
選
べ
ま
す
。
ど

う
ぞ
お
声
掛
け
下
さ
い
。」
と
理
事
長

は
語
る
。

山口県テント工業組合

杉村理事長

きらら博にて（組合員の集合写真）

オーニングテントの施工例

会員紹介
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北見木工協同組合
　

道
産
材
に
よ
る
「
学
習
効
果
の
上

が
る
学
童
家
具
の
開
発
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
機
能
性
・
安
全
性
・
デ
ザ

イ
ン
性
に
優
れ
た
机
と
椅
子
を
開
発

し
た
。

背
景
と
目
的

　

当
組
合
は
道
産
材
に
よ
る
家
具
や

建
具
な
ど
の
木
工
品
製
造
業
者
が
昭

和
15
年
に
設
立
し
た
工
業
組
合
が
前

身
で
あ
る
。
当
初
か
ら
部
材
等
の
共

同
購
入
を
行
っ
て
い
た
が
、
よ
り
高

度
の
技
術
を
求
め
て
、
指
導
研
究
機

関
の
設
置
を
要
望
し
、
昭
和
57
年
に

社
団
法
人
北
見
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

が
開
設
さ
れ
、
種
々
の
指
導
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

連
携
と
新
事
業
展
開
の
内
容

　

昭
和
63

年
か
ら
セ

ン
タ
ー
と

共
同
で

行
っ
て
い

る
「
木
製

品
デ
ザ
イ

ン
開
発
事

業
」で
は
、

木
製
サ
ッ

シ
・
フ
ラ 

ッ
シ
ュ
ド

ア
等
の
開
発
や
、「
学
習
効
果
の
上

が
る
学
童
家
具
の
開
発
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
、
機
能
性
・
安
全
性
・
デ
ザ

イ
ン
性
に
優
れ
た
カ
ラ
マ
ツ
集
成
材

と
鉄
脚
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
「
高

さ
調
節
ス
ラ
イ
ド
式
学
童
机
・
椅
子
」

を
完
成
し
て
い
る
。
こ
の
机
・
椅
子

は
接
着
剤
等
の
研
究
に
よ
り
グ
リ
ー

ン
購
入
法
適
合
品
と
し
て
認
め
ら
れ

た
。

成
果

　

木
製
サ
ッ
シ
・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ド
ア

等
は
市
営
住
宅
に
採
用
さ
れ
納
入
し

て
い
る
。
高
さ
調
節
ス
ラ
イ
ド
式
学

童
机
・
椅
子
は
「
エ
コ
デ
ス
ク
」「
エ

コ
チ
ェ
ア
」
と
し
て
、
北
見
市
・
網

走
市
・
中
川
町
な
ど
の
各
学
校
に
納

入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

産
学
連
携
で
グ
リ
ー
ン
購
入
法
適
合

の
学
童
用
家
具
を
開
発

組
合
概
要

組
合
名　

 

北
見
木
工
協
同
組
合

設　
立　
昭
和
25
年
２
月

住　
所　

 

北
見
市
東
相
内
町12

－

８

　

☎　
　
０
１
５
７

－

３
６

－

２
０
０
３

出
資
金　
１
、２
９
５
万
円

組
合
員
数　

27
名

企業組合くじらハウス
http://www.kujira-house.com

　

組
合
の
持
つ
コ
ア
技
術
を
活
か
し

活
性
保
持
水
、
鮮
度
保
持
シ
ー
ト
、

抗
菌
・
消
臭
シ
ー
ツ
を
企
画
開
発
。

不
足
す
る
研
究
・
開
発
機
能
を
広
く

高
知
県
内
外
の
産
学
官
の
連
携
に
求

め
て
、
短
期
間
に
企
画
を
具
体
化
し

た
。

背
景
と
目
的

　

平
成
13
年
に
く
じ
ら
ハ
ウ
ス
の
創

設
者
は
他
の
２
社
と
連
携
し
、
高
機

能
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
を
含
む
活
性
保

持
水
「
ｆ
ｏ
ｒ
」
を
開
発
し
、
販
売

を
開
始
し
た
。
し
か
し
、
組
合
自
体

は
研
究
・
開
発
機
能
を
持
た
な
い
た

め
、
必
要
な
機
能
を
有
す
る
も
の
と

連
携
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

連
携
と
新
事
業
展
開
の
内
容

　

組
合
設
立
後
の
平
成
15
年
に
は
、

組
合
の
鮮
度
保
持
剤
に
関
す
る
特
許

（
平
成
14
年
６
月
出
願
）
を
活
用
し
、

高
機
能
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
・
ト
レ
ハ

ロ
ー
ス
を
活
用
し
た
魚
の
鮮
度
（
鮮

色
）
保
持
シ
ー
ト
を
、
県
立
紙
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
開
発
し

た
。
平
成
16
年
に
は
ト
レ
ハ
ロ
ー
ス

の
消
臭
効
果
に
着
目
し
て
、
高
知
工

科
大
学
、
県
立
紙
産
業
技
術
セ
ン

タ
ー
、
関
西
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
病
院
・
医
療
関
連
企
業
等
と
連

携
体
を
編
成
し
、
病
院
用
の
使
い
捨

て
抗
菌
・
消
臭
シ
ー
ツ
の
研
究
・
開

発
を
行
っ
た
。

成
果

　

魚
等
の
鮮
度
保
持
シ
ー
ト
に
つ
い

て
は
、
機
能
性
が
高
く
、
低
価
格
で

製
造
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
抗

菌
・
消
臭
シ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
介

護
者
・
コ
ス
ト
負
担
の
軽
減
が
可
能

な
医
療
・
介
護
用
の
不
織
布
製
使
い

捨
て
シ
ー
ツ
を
開
発
し
、
低
価
格
で

製
造
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

地
域
を
越
え
た
産
学
官
の
連
携
で

小
さ
な
芽
が
大
き
な
成
果
に

組
合
概
要

組
合
名　

 

企
業
組
合
く
じ
ら
ハ
ウ
ス

設　
立　
平
成
15
年
４
月

住　
所　

 

土
佐
市
新
居
２
７
３

－

10

　

☎　
　
０
８
８

－

８
５
６

－

３
３
３
３

出
資
金　
1
0
0
万
円

組
合
員
数　

4
名

全国先進組合事例
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人
材
投
資
促
進
税
制
に
つ
い
て

経　
済　
産　
業　
省

　
我
が
国
の
産
業
競
争
力
の
基
盤
で
あ
る
産
業
人
材
を
育
成・強
化
す
る
観
点
か
ら
、

人
材
投
資
の
減
少
傾
向
を
拡
大
に
転
じ
さ
せ
る
と
と
も
に
、
企
業
に
お
け
る
戦
略
的

な
人
材
育
成
へ
の
取
組
を
強
力
に
後
押
し
す
る
た
め
、
人
材
育
成
に
積
極
的
に
取
り

組
む
企
業
に
つ
い
て
、
教
育
訓
練
費
の
一
定
割
合
を
法
人
税
額
か
ら
控
除
す
る
制
度

を
創
設
す
る
。

① 

基
本
制
度

　

教
育
訓
練
費
を
前
２
事
業
年
度
の
平

均
額
（
基
準
額
）
よ
り
増
加
さ
せ
た
企

業
に
つ
い
て
、
そ
の
増
加
額
の

 

 

 

 

25

  

％ 

に

相
当
す
る
金
額
を
当
期
の
法
人
税
額
か

ら
控
除
す
る
。（
法
人
税
額
の
10
％
限

度
）

② 

中
小
企
業
の
特
例

　

中
小
企
業
に
つ
い
て
は
、
教
育
訓
練

費
を
上
記
基
準
額
よ
り
増
加
さ
せ
た
場

合
、
教
育
訓
練
費
の
総
額
に
対
し
、
増

加
率
の
１
／
２
に
相
当
す
る
税
額
控
除

率
（
上
限
20
％
）
を
乗
じ
た
金
額
を
当

期
の
法
人
税
額
か
ら
控
除
す
る
。（
法

人
税
額
の
10
％
限
度
。
①
と
の
選
択
が

可
能
。）

※ 

中
小
企
業
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
（
法

人
住
民
税
）
に
お
い
て
も
適
用
（
課
税

標
準
を
法
人
税
額
控
除
後
の
額
と
す

る
）。

○長期減少傾向にある企業の人材投資額を回復・増大
○企業の生産性向上・経営革新を通じて、我が国産業全体の競争力が上昇

効
果

前２期
平均額

前２期の平均金額 適用事業年度 適用事業年度

〈基本制度〉 〈中小企業の特例（選択制）〉

増加額の25％

税額控除

税額控除

税額控除率

20％

20％0％

10％

40％以上

（増加率に応じ） 教育訓練費の増加率の1/2の
税額控除率（総額の20％（最大））

控除率上限

教育訓練費の増加率

注）３年間の措置

Ａ）基本制度適用の例：教育訓練費（前２事業年度平均）１億円の企業が、当期における教育訓練費を
　①2,000万円（20%）増加させた場合：◇法人税額控除　　500万円〈2,000万円（増加額）×25％（控除率）〉
　②4,000万円（40%）増加させた場合：◇法人税額控除　1,000万円〈4,000万円（増加額）×25％（控除率）〉
Ｂ）中小企業特例適用の例：教育訓練費（前２事業年度平均）1,000万円の企業が、当期における教育訓練費を
　①200万円（20%）増加させた場合：◇法人税額控除　120万円〈1,200万円（総額）×20％×1/2（控除率10%）〉
　②400万円（40%）増加させた場合：◇法人税額控除　280万円〈1,400万円（総額）×40％×1/2（控除率20%）〉

泫中小企業の場合は、法人住民税の税額控除あり。

税額控除額の例

○ 外部講師謝金：社外講師・指導員に支払う講師料・指導員料
○ 外部施設等使用料：研修を行うために使用する外部施設・設備
等の借上料、利用料

○ 研修委託費：講師、教材等を含め研修の一部又は全体を外部教
育機関等へ委託する場合の費用

○ 外部研修参加費：社員を外部の研修プログラムに参加させる場
合の受講料等

○ 教科書その他の教材費：研修用の教材・プログラムの購入料等

税額控除の対象費用と具体例

施　　策
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お知らせ

組合等ニュース

日　
時　
平
成
17
年
７
月
12
日
㈫

　
　
　
　

14
：
40
〜
16
：
00

場　
所　
山
口
市

　
　
　
　

山
口
県
教
育
会
館
１
階
ホ
ー
ル

演　
題　
「 

犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
と
今

後
の
支
援
」

講　
師　
冨
田
信
穂 

氏
（
57
歳
）

　
　
　
　

 

〜
茨
城
県
在
住
、
被
害
者
学
者

　

常
盤
大
学
教
授
な
ど
を
経

て
、
同
教
授
（
被
害
者
学
）、

被
害
者
補
償
、
民
間
機
関
に

よ
る
被
害
者
支
援
、
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
に
お
け
る
被
害
者

支
援
な
ど
を
中
心
に
研
究
を

行
っ
て
い
る
。

主　
催

　

山
口
県
被
害
者
支
援
連
絡
協
議
会

お
問
い
合
わ
せ

　
山
口
県
被
害
者
支
援
連
絡
協
議
会
事
務
局

　

山
口
県
警
察
本
部
警
察
県
民
課

 

犯
罪
被
害
者
対
策
室

　
　

☎
０
８
３

－

９
３
３

－

０
１
１
０

講
演
会
の
ご
案
内

「 
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法

と
今
後
の
支
援
」

山
口
県
被
害
者
支
援
連
絡
協
議
会

　

去
る
５
月
28
日
、
萩
市
「
田
町
商
店
街

ア
ー
ケ
ー
ド
内
路
上
」
に
て
、
音
楽
イ
ベ

ン
ト
〝
Ｍ
Ａ
Ｐ 

Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
（
マ
ッ
プ 

カ

フ
ェ
）〞
が
萩
た
ま
ち
郵
便
局
開
局
10
周

年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

和
太
鼓
、
ウ
ク
レ
レ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

な
ど
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
地
元
の
ア
マ

チ
ュ
ア
グ
ル
ー
プ
の
ほ
か
、
今
回
は
特
別

ゲ
ス
ト
と
し
て
、
世
界
的
二
胡
奏
者 

ジ
ョ
ー
ジ
・
ガ
オ
氏
の
演
奏
と
人
気
シ
ン

ガ
ー 

ジ
ェ
ニ
ー
・
チ
ャ
ン
氏
を
迎
え
、

イ
ベ
ン
ト
に
来
ら
れ
た
人
達
は
素
晴
ら
し

い
音
楽
に
触
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ

　

萩
市
田
町
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

　

☎
０
８
３
８

－

２
６

－

２
２
０
１

音
楽
が
奏
で
る

　
和
み
の
ひ
と
と
き

萩
市
田
町
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

技
能
五
輪
に
向
け
て

山
口
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

　

去
る
６
月
20
日
、
萩
市
「
萩
ウ
ェ
ル
ネ

ス
パ
ー
ク
」
に
て
、
理
容
技
術
の
振
興
と

理
容
文
化
の
向
上
を
目
指
し
、
平
成
17
年

度
山
口
県
理
容
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。

　

県
内
の
理
容
師
、
養
成
施
設
理
容
科
生

67
名
が
集
結
し
、
全
国
理
容
競
技
大
会
進

出
へ
の
予
選
会
も
兼
ね
て
、
多
く
の
理
容

師
が
闘
い
、
美
技
を
競
っ
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
山
口
県
で
開
催
さ
れ
る

技
能
五
輪
に
向
け
て
、
若
い
理
容
師
達
は

自
分
の
技
を
発
揮
し
て
い
た
。

お
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合　

　

☎
０
８
３

－

９
７
３

－

０
０
５
１

全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
競
演

山
口
県
美
容
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

　

去
る
６
月
19
日
、
岩
国
市
「
岩
国
市
民

館
」
に
て
、
平
成
17
年
度
山
口
県
美
容
技

術
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
た
。

　

本
大
会
は
10
月
に
京
都
で
開
催
さ
れ
る

全
国
美
容
技
術
選
手
権
大
会
の
予
選
も
兼

ね
、
カ
ッ
ト
＆
ブ
ロ
ー
、
コ
ン
シ
ュ
マ
ー

フ
ァ
シ
ョ
ン
、
中
振
袖
・
留
袖
着
付
、
洋

装
ブ
ラ
イ
ダ
ル
、
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
各

競
技
で
県
内
の
美
容
師
、
養
成
施
設
の
学

生
が
日
頃
磨
い
た
技
術
を
競
っ
た
。

（
表
紙
写
真
）

お
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
美
容
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

　

☎
０
８
３

－

９
７
３

－

０
８
１
６
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情 報 化

商稼村塾やまぐち良品本舗掲載者受付中!!
　県内の中小企業のイチ押し商品を掲載する「商稼村塾やまぐち良品本舗」では、企業
の商品や技術力の紹介情報の提供をお待ちしております。

【お申込み・お問い合わせ】
企画課まで

☎083－922－2606

掲載は無料

中央会ｅ－メール情報配信サービス登録受付中！

登録希望の方はhttp://www.axis.or.jp/の からの登録画面により登録出来ます。

　山口県中央会では、「セミナー・イベント情報」、
「事業案内、施策情報」等について旬な情報を
お届けするため、ｅ－メールによる情報配信サー
ビスを行っております。
名　　称　　中央会ｅ-メール情報配信サービス
配信内容　　 山口県中小企業団体中央会、国、

県、関係機関等からの情報の配信
　　　　　　セミナー・イベント情報の配信
　　　　　　補助金などの各種情報の配信
配 信 日　　 月１～２回程度の配信を予定して

いますが、定期配信ではありませ
ん。

対 象 者　　 組合等事務局、組合員企業等の役
職員等

利 用 料　　無　料
お問い合わせ　　山口県中小企業団体中央会
　　　　　　企画課　☎083－922－2606

◆イチ押し商品掲載ホームページ◆
http://www.axis.or.jp/sonjuku/

これは、聞き逃せない、見逃せない！
やまぐちの、商いのつわものどもが勢揃い。

いいもの満載、お得もたっぷり。
名人技もご披露とくれば、

ビジネス・パートナー探しにも、うってつけ。
新しい時代を拓くのは、やっぱり商稼村塾じゃのう!
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景況動向

食
料
品

○
５
月
は
５
％
前
後
の
プ
ラ
ス
推
移
。
Ｇ

Ｗ
は
対
前
年
比
６
％
の
ア
ッ
プ
と
大
盛

況
。
出
口
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
客
層

は
地
元
シ
ェ
ア
が
全
体
の
６
割
強
と
増

加
。
ま
た
県
外
客
の
シ
ェ
ア
が
20
％
ま

で
ア
ッ
プ
。
山
口
市
な
ど
県
央
部
が
減

少
し
た
。 

（
萩
市
）

○
源
平
８
２
０
年
祭
行
事
の
好
影
響
か
、

県
西
部
方
面
で
特
に
売
上
好
調
だ
っ
た
。

Ｇ
Ｗ
も
県
内
大
変
良
か
っ
た
。

 
 

（
菓
子
製
造
業
）

窯
業
・
土
石
製
品

○
時
期
的
な
変
動
か
ら
出
荷
量
は
増
加
し

て
い
る
が
、
総
体
的
に
は
業
界
と
し
て

の
景
況
感
は
や
や
悲
観
的
で
あ
る
。

 
 

（
セ
メ
ン
ト
・
同
製
品
製
造
業
）

一
般
機
器

○
自
動
車
関
連
、工
作
機
械
は
依
然
好
調
。

 
 

（
一
般
産
業
用
機
械
・
装
置
製
造
業
）

○
今
春
か
ら
回
復
を
見
込
ん
で
い
た
Ｉ
Ｔ

部
品
の
受
注
が
未
だ
増
加
し
な
い
。

 
 

（
特
殊
産
業
用
機
械
器
具
製
造
業
）

鉄
鋼
・
金
属

○
一
服
感
の
あ
っ
た
半
導
体
に
多
少
動
き

が
み
ら
れ
る
。 

（
熱
処
理
業
）

輸
送
機
器

○
4
〜
6
月
は
、
車
輌
、
半
導
体
部
門
と

も
期
末
発
送
が
一
段
落
し
踊
場
状
態
。

7
月
期
以
降
、
車
輌
は
横
バ
イ
。
半
導

体
装
置
は
上
向
き
が
見
込
ま
れ
る
も
コ

ス
ト
低
価
が
続
き
収
益
面
で
は
厳
し
い

状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

 
 

（
鉄
道
車
両
・
同
部
分
品
製
造
業
）

月次景況調査結果
平成17年５月期

全国
山口

－80

－70

－60

－50

－40

－30

－20

－10

0

㈪H16.6 7 8 9 10 11 12 H17.1 2 3 4 5

（DI）

－30.0

－34.5

■業界の景況－業種別－■ ■業界の景況の推移－全国平均との比較－■
業　　　種 景況（DI値）

製

造

業

食 料 品 1

繊 維・ 同 製 品 1

木 材・ 木 製 品 5

印 　 刷 1

窯 業・ 土 石 製 品 5

鉄 鋼 ・ 金 属 5

一 般 機 器 2

輸 送 機 器 3

そ の 他 の 製 造 業 3

非
製
造
業

卸 売 業 1

小 売 業 1

商 店 街 1

サ ー ビ ス 業 3

建 設 業 1

運 輸 業 2

※DI値（前年同月比）＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）/調査対象組合］╳100
（上表、グラフについては、情報連絡員50名の他に、中央会が聞き取り等で集めた30組合のデータが加算されています。）

30以上5　　10以上30未満4　－10以上10未満3
－30以上－10未満2　　－30未満1

　

情
報
連
絡
員
と
は
、
山
口
県
内

の
組
合
の
中
か
ら
地
区
、
業
種
を

代
表
す
る
組
合
の
役
職
員
50
名
を

情
報
連
絡
員
に
委
嘱
す
る
制
度
で
す
。

情
報
連
絡
員
か
ら
毎
月
、
業
界
の

景
気
動
向
に
関
す
る
情
報
を
収
集
、

分
析
し
て
、
行
政
面
に
反
映
さ
せ

る
と
と
も
に
、
各
関
係
機
関
に
情

報
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
央
会（http://w

w
w
. 

axis.or.jp/chuokai/

）
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
情
報
連
絡
員
報
告
】
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そ
の
他
の
製
造
業

○
毎
年
仕
事
量
が
少
な
い
月
だ
が
、
変
わ

ら
ぬ
店
が
多
い
中
１
店
減
少
。
価
格
は

一
般
の
消
費
者
は
変
わ
ら
ぬ
が
、
建
設

業
者
の
下
請
の
場
合
値
切
ら
れ
る
場
合

が
あ
る
。
新
築
工
事
は
望
み
が
少
な
く
、

一
般
需
要
の
掘
り
起
こ
し
に
力
を
入
れ

て
い
る
。 
（
畳
製
造
業
）

卸
売
業

○
季
節
商
品
の
売
上
げ
が
伸
び
て
き
た
。

 
 

（
山
口
市
）

小
売
業

○
中
心
商
店
街
は
「
興
福
寺
展
」
の
効
果

で
通
行
量
は
増
加
し
た
が
、
売
上
増
に

は
あ
ま
り
寄
与
し
な
か
っ
た
。

 
 

（
山
口
市
）

商
店
街

○
４
月
の
市
議
会
に
お
い
て
、
観
光
ミ
ッ

ク
ス
型
商
店
街
へ
の
再
開
発
に
向
け
て

の
商
店
街
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
、
駐
車
場

建
設
へ
の
結
審
が
さ
れ
、
今
後
の
空
店

舗
対
策
等
を
含
め
た
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド

事
業
実
施
に
向
け
た
対
応
が
要
求
さ
れ
、

現
在
６
店
舗
の
計
画
を
検
討
中
で
あ
る
。

 
 

（
萩
市
）

サ
ー
ビ
ス
業

○
新
し
い
温
泉
の
影
響
か
若
干
好
転
し
て

い
る
。 

（
旅
館
業
） 

○
最
近
、
消
費
者
の
美
容
に
対
す
る
好
感

度
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

 
 

（
理
容
・
美
容
業
）

建
設
業

○
端
境
期
の
た
め
、
例
年
の
ご
と
く
ほ
と

ん
ど
新
規
受
注
が
な
い
。 

（
長
門
市
）

○
鋼
材
価
格
「
特
に
厚
板
」
の
上
昇
は
続

い
て
い
る
。 
（
鉄
骨
工
事
業
）

運
輸
業

○
好
天
に
恵
ま
れ
、
海
上
、
貨
車
コ
ン
テ

ナ
輸
送
が
目
立
つ
が
、
緊
急
物
資
等
の

み
が
大
半
で
陸
路
輸
送
が
主
と
な
り
、

収
益
は
前
年
対
比
マ
イ
ナ
ス
０
・
６
％

減
。
運
賃
は
横
ば
い
の
中
で
油
価
格
は

上
が
り
っ
ぱ
な
し
の
現
状
で
、
業
者
は

益
々
経
営
が
苦
し
く
な
っ
て
い
る
。
油

価
格
の
今
後
は
不
安
で
あ
る
。（
下
松
市
）

業
界
の
現
状
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

農
家
戸
数
の
減
少
、
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
・
後
継
者
不
足
、
米
の
消
費
低

迷
な
ど
、
我
々
業
界
に
と
っ
て
は
深
刻

な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
農
業
機
械
の
需

要
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、昨
年
は
相
次
ぐ
台
風
に
よ
り
、

農
作
物
・
農
地
・
農
業
用
施
設
等
に
大

き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

最
近
、熱
中
し
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

柿
、
栗
、
梅
、
ゆ
ず
な
ど
を
植
え
、

各
季
節
の
野
菜
等
を
栽
培
し
、
地
産
地

消
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
キ
ュ
ウ
リ
の

漬
物
、
肉
ジ
ャ
ガ
の
美
味
し
い
時
期
に

な
り
ま
し
た
。

組
合
で
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は
何
で

す
か
？

　

農
業
機
械
整
備
技
能
向
上
の
た
め
の

各
種
研
修
会
、
財
政
基
盤
拡
充
確
立
の

共
同
購
買
、
情
報
提
供
な
ど
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
青
年
部
を
中
心
に
Ｉ
Ｔ
関
連

の
推
進
を
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

組
合
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
た
い
こ
と
が
あ
れ

ば
ど
う
ぞ
！

　

組
合
50
周
年
を
迎
え
、
農
家
へ
の
信

頼
を
深
め
、
農
家
の
安
全
確
保
と
満
足

を
第
一
に
考
え
た
経
営
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

山
口
県
産
の
安
心
、
安
全
な
米
・
野

菜
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

井上連絡員
（山口県農業機械商工業協同組合　事務局長）

情
報
連
絡
員
の

業
界
の

声！

人 材 養 成 セ ン タ ー
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産 業
賃　　　金 労 働 時 間 数 及 び 雇 用 労 働 異 動

現金給与
総　　額

所 定 内
給　　与 出勤日数 総実労働

時　　間
所 定 内
労働時間

所 定 外
労働時間

月末常用
労働者数

パートタイム
労働者比率 入職率 離職率

円 円 日 時間 時間 時間 人 ％ ％ ％

調 査 産 業 計 260,136 233,502 20.4 155.8 145.8 10.0 447,824 25.1 5.09 5.10

建 設 業 315,577 281,839 21.7 172.0 164.4 7.6 38,806 6.2 4.86 5.51

製 造 業 303,824 258,291 21.1 172.9 155.0 17.9 99,650 11.2 3.50 2.34

電気・ガス・熱供給・水道業 414,151 360,880 18.9 154.1 141.1 13.0 2,952 2.6 3.13 3.74

情 報 通 信 業 367,637 304,459 20.6 185.0 159.6 25.4 4,679 13.2 3.24 5.95

運 輸 業 265,957 226,116 21.5 182.1 158.3 23.8 31,123 5.8 1.61 1.54

卸 売 ・ 小 売 業 179,331 166,620 20.4 139.8 135.4 4.4 86,211 53.3 3.68 5.86

金 融 ・ 保 険 業 324,519 306,074 20.1 159.9 150.9 9.0 11,215 2.7 6.57 5.51

事業所規模５人以上

 毎月勤労統計地方調査結果   平成17年４月－山口県統計課

新 連 携 対 策 事 業施策シリーズ②

　異分野の中小企業同士が技術・ノウハウ等の「強み」を相互に補いながら、高付加価値の製品・サービス
を創出する新たな連携（新連携）を行う際、補助を受けることができます。

■対象となる方
　①【連携体構築支援事業】

　事業化・市場化を目的とした、２社以上の異分野の中小企業（他に大企業、大学、研究機関、NPO、
組合などを含んでもよい）による連携を構築したい方

　②【事業化・市場化支援事業】
　２社以上の異分野の中小企業（他に大企業、大学、研究機関、NPO、組合などを含んでもよい）で連
携して新たな事業活動に取り組む方で、「中小企業新事業活動促進法」の認定を受けた方

　
■支援内容
①【連携体構築支援事業】 
　連携構築に資する規程の作成、コンサルタン
ト等にかかる経費の補助を受けられます。
・補助金額　上限329万円 
・補 助 率　2/3以内
・募集期間　平成17年４月以降

②【事業化・市場化支援事業】
　異分野の中小企業等が連携して行う事業に必
要な経費（連携規定作成・新商品開発・マーケティ
ング等）の補助を受けられます。
・補助金額　 上限2,500万円
　　　　　　（技術開発を含む場合、上限3,600万円）
・補 助 率　2/3以内
・募集期間　平成17年４月以降

■お問い合わせ先
中国経済産業局中小企業課　☎082－224－5661
　　http://www.chugoku.meti.go.jp/

国
（局）

コア企業 連携予定者
（大企業、大学、研究機関、ＮＰＯ、組合等）

（事業連携〕
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総会後の諸手続きを確認してみよう! 
１．決算関係書類の提出
　総会終了後、２週間以内に提出

⃞ Yes　⃞ No

２．所管行政庁への役員変更届の提出
　前回と同一人が再選された場合でも届出は必要

⃞ Yes　⃞ No

３．代表理事の変更登記
　前回と同一人が再選された場合でも登記は必要

⃞ Yes　⃞ No

４．定款変更の認可申請
　所管行政庁に定款変更認可申請をして認可を受けなければ効力を発生しない

⃞ Yes　⃞ No

５．出資金の変更登記
　期中に出資金の変更があった場合、年度終了後、登記が必要

⃞ Yes　⃞ No

６．その他の変更登記
　事業、名称、地区、事務所の所在地、公告の方法等に変更があった場合、登
記が必要

⃞ Yes　⃞ No

詳細は中央会までお問い合わせ下さい。

組合青年部及び若手後継者等県交流会のご案内
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日　時　平成17年７月25日㈪　17：00～20：00
場　所　長門市湯本温泉
　　　　　「湯本ハイランドホテルふじ」３Ｆ秋芳の間
内　容　17：00～18：30　　県交流会
　　　　　①講演「けもの道に行列を創る！
　　　　　　　　　～常勝軍団“ ナムコ　チームナンジャ” の店舗戦略～」
　　　　　　　　　　株式会社ナムコ　チームナンジャ
　　　　　　　　　　キャスティングディレクター　齋藤　未来
　　　　　②意見交換
　　　　18：30～20：00　　懇親会（講師の方も参加）
対象者　県内の組合青年部員及び若手後継者等
懇親会費　１人　7,000円
その他　〈送迎バス〉
　　　　行き（JR新山口駅 14：00 → 湯本ハイランドホテル 15:30）
　　　　帰り（湯本ハイランドホテル 21:00 → JR新山口駅 22:30）
　　　　　　（湯本ハイランドホテル 26日 8：30 → JR新山口駅 10:00）
　　　　〈宿　　泊〉4,500円（一泊朝食付）（税・サ込）
申込み・問い合わせ　中央会企画課　小倉　☎083-922-2606

〈齋藤未来　講師プロフィール〉

現　　職　株式会社ナムコ　チームナンジャ
　　　　　キャスティングディレクター

生年月日　1973年１月　神奈川県生まれ

略　　歴
　早稲田大学在学中に、ナ
ムコの都市型テーマパーク
「ナムコ・ワンダーエッグ」
にて運営アルバイトを経験
し、1996年、卒業とととも
にナムコに入社した。
　入社後は、ビルイン型の
「ナムコ・ナンジャタウン」の運営業務を担当。
　2002年から、ナムコの企画設計集団「チーム
ナンジャ」の配属となり、「キャスティングディ
レクター」（フードテーマパークにおける店舗
計画責任者）を担当。
　「池袋餃子スタジアム」（2002年７月）「アイ
スクリームシティ」（2003年７月）「自由が丘ス
イーツフォレスト」（2003年11月）「神戸スイー
ツハーバー（2004年12月）」のキャスティング
ディレクターを務め、全戦全勝の成果をあげて
いる。



　経理・事務全般

を担当している矢

野さんとラベル

（壁装・防災・敷物）

の発行を担当して

いる中村さん。

　「庭の剪定や植

え込みをしている

時が好きですね。

（矢野さん）」「ス

キーが好きで、今

年はスキー合宿に

行きますよ。（中

村さん）」とのこと。

　組合のＰＲをお願いしたところ、「組合30周年を迎え、迅

速な情報提供を心がけ、組合員に役立つ組合にするために改

革を行っています。装飾関係、リフォームについて、お気軽

にご相談・お問い合わせ下さい。」と笑顔で語ってくれました。

編集・発行
山口県中小企業団体中央会

〒753-0074　山口市中央４丁目５番16号　山口県商工会館６階
☎ 083-922-2606　　Fax 083-925-1860

E-mail  ycdc@axis.or.jp
http://www.axis.or.jp/
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